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集　

 

比
較
研
究
の
地
平

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
第
六
七
回
研
究
例
会
「
口
承
文
芸
モ
チ
ー
フ
の
分
布
と
伝
播
」

環
太
平
洋
の
神
話

│
│
分
布
・
伝
播
研
究
の
た
め
に

山 

田　

 

仁 

史

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
い
ち
お
う
「
環
太
平
洋
」（Circum
pacific

）
を
中
心
に
、

広
義
の
神
話
（
伝
説
・
昔
話
な
ど
も
含
む
口
承
文
芸
全
般
）
の
分
布
・
伝

播
研
究
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
こ
と
、
今
後
の
た
め
に
考
え
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。

一　

環
太
平
洋
と
い
う
地
域

一
九
九
六
年
六
月
一
日
に
国
学
院
大
学
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス（
横

浜
）
で
開
か
れ
た
日
本
口
承
文
芸
学
会
二
〇
周
年
記
念
大
会
に
お
い
て
、

大
林
太
良
（
一
九
二
九
│
二
〇
〇
一
）
は
「
人
類
文
化
史
上
に
お
け
る
口

承
文
芸
」
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
誌
『
口
承
文
芸
研
究
』

二
〇
号
（
一
九
九
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
「
口
承
文
芸
の
起
源
と

発
達
」
と
改
題
の
上
、
そ
の
著
『
仮
面
と
神
話
』
に
収
録
さ
れ
た
﹇
大
林 

一
九
九
八
﹈。

こ
こ
で
大
林
は
、
世
界
に
お
け
る
「
東
西
の
伝
統
の
並
立
」
に
つ
い
て
、

二
つ
の
典
拠
を
も
と
に
論
じ
た
。
そ
の
第
一
は
、
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ

ン
（
一
八
八
六
│
一
九
七
六
）
の
『
民
間
説
話
』
第
二
部
が
「
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
の
民
間
説
話
」﹇Thom

pson 1946: 11–293, 

邦

訳
：
二
七
│
二
六
五
﹈
と
題
さ
れ
、「
こ
の
範
囲
が
、
一
つ
の
地
域
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
こ
が
ま
さ
に
世
界
で
も
昔
話
が
最
も
華
麗

な
花
を
咲
か
せ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
」。

そ
し
て
第
二
に
、
レ
オ
・
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
（
一
八
七
三
│
一
九
三
八
）

が
最
晩
年
の
論
文
「
民
間
伝
承
学
の
た
め
の
資
料
」﹇Frobenius 1938

﹈

に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、「
イ
ン
ド
か
ら
西
の
世
界
に
対
し
て
太
平
洋
を

め
ぐ
る
地
域
に
は
、
西
に
は
な
い
共
通
の
話
型
や
モ
チ
ー
フ
で
独
自
の
伝

統
が
あ
っ
た
こ
と
」、
で
あ
る
。
こ
の
、「
東
地
域
と
西
地
域
」
と
い
う
神

話
・
昔
話
の
モ
チ
ー
フ
・
形
式
に
お
け
る
二
大
群
に
つ
い
て
は
、
大
著
『
銀

河
の
道　

虹
の
架
け
橋
』
で
も
繰
り
返
し
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
が
挙
げ
た
以
外
に
も
、「
太
陽
を
射
る
話
」
な
ど
東
群
の

存
在
を
語
る
例
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、「
大
勢
と
し
て
東
西
両
群
の
存
在
は
疑

う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
﹇
大
林 

一
九
九
九
：
二
四
﹈。

な
お
私
は
一
九
九
七
年
、『
太
陽
の
射
手
│
│
日
本
・
台
湾
と
周
囲
諸

民
族
に
お
け
る
「
太
陽
を
射
る
話
」
の
比
較
研
究
』
と
題
す
る
修
士
論
文

を
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
提
出
、
受
理
さ
れ
﹇
山
田 

一
九
九
七
﹈、
そ
の
成
果
の
一
端
を
一
九
九
七
年
六
月
八
日
に
日
本
口
承
文

芸
学
会
第
二
一
回
大
会
で
口
頭
発
表
後
、「
太
陽
を
射
た
モ
グ
ラ
│
│
比
較

の
視
点
か
ら
」
と
題
し
、『
口
承
文
芸
研
究
』
二
一
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ
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い
た
﹇
山
田 

一
九
九
八
﹈。

さ
て
、
こ
の
東
西
両
群
と
い
う
の
を
私
（
山
田
）
な
り
に
言
い
換
え
る

な
ら
、
東
群
と
い
う
の
が
ほ
ぼ
環
太
平
洋
に
相
当
す
る
。
西
群
は
、
お
お

よ
そ
「
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
＋
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ア
フ
リ
カ
大
陸

の
）
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
」
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
大
林
が
付
言
し
た
よ
う
に
、「
両
群
に
ま
た
が
っ
て
広
く
分
布

す
る
モ
チ
ー
フ
も
あ
る
」﹇
大
林 

一
九
九
九
：
二
三
│
二
四
﹈。
た
と
え
ば

「
王
様
の
耳
は
驢
馬
の
耳
」
の
話
、
あ
る
い
は
シ
ン
デ
レ
ラ
の
類
話
な
ど
が

そ
う
し
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
﹇
山
田 

二
〇
一
一
、二
〇
一
三
ｂ
﹈。

「
環
太
平
洋
」
の
語
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、

用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二　

資
料
そ
の
も
の
の
問
題

大
林
は
ま
た
、
関
敬
吾
ほ
か
編
『
日
本
昔
話
大
成
』
第
一
二
巻
「
研
究

篇
」（
一
九
七
九
）
に
「
説
話
の
比
較
研
究
の
方
法
」
と
題
す
る
論
文
を
寄

せ
、
こ
れ
は
そ
の
後
『
日
本
昔
話
研
究
集
成
』
第
一
巻
「
昔
話
研
究
の
課

題
」
に
再
録
さ
れ
た
（
１
）﹇

大
林 

一
九
八
五
﹈。

本
論
文
で
大
林
は
、「
説
話
の
系
統
論
な
い
し
文
化
史
的
位
置
づ
け
を
目

的
と
す
る
比
較
研
究
」
に
限
定
し
た
上
で
、「
資
料
と
地
域
」「
資
料
の
整

理
」「
文
化
史
的
解
釈
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
。
要
約
す
る
と
と
も

に
、
示
唆
的
な
部
分
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

大
林
に
よ
れ
ば
、
存
在
す
る
資
料
の
質
と
量
、
研
究
地
域
の
限
定
の

仕
方
、
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。「
地
域
が
狭
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
資
料
も

細
か
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
き
め
の
細
か
い
分
析
も
可
能
と
な
る

が
、
…
…
そ
う
か
と
い
っ
て
地
域
を
拡
大
す
れ
ば
、
目
が
粗
く
な
る
危
険

が
あ
る
。
こ
の
矛
盾
か
ら
脱
れ
出
る
方
法
の
一
つ
は
、
今
ま
で
他
の
学
者

に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
資
料
の
集
成
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
」﹇
大
林 

一
九
八
五
：
八
八
﹈。

次
に
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
分
類
方
法
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
文
化
史
的
解
釈
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

（
一
）
分
布
状
態
。
す
な
わ
ち
地
理
的
な
条
件
、
交
通
の
可
能
性
、
一
般
的

な
文
化
影
響
の
方
向
な
ど
の
知
識
が
有
効
な
助
け
と
な
る
。

（
二
）
そ
の
話
の
な
か
に
反
映
し
て
い
る
文
化
要
素
を
手
が
か
り
と
し
て
考

え
る
。

（
三
）
問
題
の
説
話
形
式
の
分
布
を
他
の
文
化
要
素
の
分
布
と
比
較
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
で
も
十
分
に
実
行
し
う
る
方
法
論
で
あ
る
。
以
下
で

は
こ
う
し
た
指
摘
に
も
基
づ
き
つ
つ
、
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お

け
る
経
験
な
ど
を
も
と
に
、
論
を
進
め
た
い
。

ま
ず
、
資
料
そ
の
も
の
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

非
常
に
博
識
だ
っ
た
米
国
の
民
俗
学
者
・
人
類
学
者
ア
ラ
ン
・
ダ
ン
デ

ス
（
一
九
三
四
│
二
〇
〇
五
）
が
編
纂
し
た
『
国
際
民
俗
学
』﹇D

undes 
ed. 1999

﹈
は
、
口
承
文
芸
研
究
の
古
典
的
論
文
を
集
成
し
、
詳
細
な
解

説
と
書
誌
を
附
し
た
貴
重
な
書
物
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
ロ
シ
ア
の
民

俗
学
者
で
、
双
子
の
兄
弟
だ
っ
た
ボ
リ
ス
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
（
一
八
八
九
│

一
九
三
〇
）
と
ユ
ー
リ
ー
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
（
一
八
八
九
│
一
九
四
一
）﹇
中

堀 

二
〇
一
〇
：
二
六
、四
三
参
照
﹈
に
よ
る
資
料
収
集
の
苦
悩
を
吐
露
し
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た
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
２
）﹇Sokolov 1915

﹈。

こ
こ
で
ソ
コ
ロ
ー
フ
兄
弟
は
、
一
九
〇
八・
〇
九
年
に
首
都
モ
ス
ク
ワ
か

ら
歌
謡
採
集
の
た
め
地
方
へ
赴
い
た
二
人
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
困
難
に
遭
遇

し
た
か
を
生
々
し
く
描
写
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
田
舎
の
歌
な
ど

唄
っ
て
、
都
会
か
ら
来
た
紳
士
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
羞
恥
心
。
そ
し
て
第
二
に
、
自
分
た
ち
の
歌
謡
を
本
に
し
て
一
儲
け
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
猜
疑
心
、
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
は
日
露
戦
争
の
記
憶
が
ま
だ
鮮
明
な
時
期
で
も
あ
り
、
二
人
は
地
図
を

携
帯
し
て
調
査
し
て
い
た
た
め
、
日
本
人
の
た
め
働
い
て
い
る
ス
パ
イ
と

疑
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
困
難
は
、
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
人
で
あ

れ
ば
、
経
験
済
み
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
、
私
も
台
湾
原
住
民
の
も
と

で
後
者
の
困
難
を
経
た
、
つ
ま
り
「
そ
れ
で
金
も
う
け
す
る
つ
も
り
な
の

か
」
と
言
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
も
各
地
か
ら
同
様
の
報
告
が
あ
る
。
た
と
え
ば
一
七
世

紀
前
半
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
が
盛
ん
に
布
教
を
行

う
か
た
わ
ら
、
現
地
人
た
ち
の
生
活
習
慣
や
宗
教
観
念
、
口
頭
伝
承
な
ど

を
記
録
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
地
人
た
ち
は
宣
教
師
に
軽
蔑
さ
れ
る
の

で
は
と
い
う
恐
れ
か
ら
、
多
く
を
口
に
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
﹇Clem

ents 1996: 62

﹈。

こ
う
し
た
採
集
に
ま
つ
わ
る
困
難
（
記
録
に
お
け
る
精
確
さ
、
原
語
表

記
の
有
無
、
翻
訳
の
問
題
な
ど
も
含
め
）
が
ま
ず
、
資
料
の
質
・
量
を
根

底
で
規
定
す
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

資
料
そ
の
も
の
の
質
・
量
、
精
・
粗
と
い
っ
た
問
題
は
、
分
布
や
伝

播
の
比
較
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
に
く
い
面
が
否
め
な

い
。
し
か
し
、
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、「
王

様
の
耳
は
驢
馬
の
耳
」
に
つ
い
て
の
最
も
包
括
的
な
研
究
は
、
ク
ロ
ア
チ

ア
の
民
俗
学
者
マ
ヤ
・
ボ
シ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
＝
ス
ト
ゥ
ッ
リ
（
一
九
二
二
│

二
〇
一
二
）
著
『
支
配
者
の
秘
密
に
関
す
る
民
間
伝
説
』﹇Boškovi ć-Stulli 

1967

﹈
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
主
と
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
二
九
一
の

類
話
が
集
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
一
四
七
話
と
最
も
多
い
の
は
ク

ロ
ア
チ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
の
類
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
著
者
自
身
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
再
録
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
だ
。
次
に
突
出
し

て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
四
〇
話
）
は
、
彼
女
が
ダ
ブ
リ
ン
の
ア
ー
カ
イ

ブ
を
利
用
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
口
承
文
芸
採
集
活

動
が
他
国
と
比
較
し
て
非
常
に
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
﹇D

undes ed. 1999: 
153–157

﹈
も
あ
る
だ
ろ
う
﹇
山
田 

二
〇
一
三
ｂ
：
一
四
八
│
一
四
九
﹈。

さ
て
資
料
そ
の
も
の
の
問
題
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
次
に
「
類
似
的

神
話
」
の
比
較
の
問
題
に
進
み
た
い
。

三　
「
類
似
的
神
話
」
の
比
較

「
類
似
的
神
話
」
と
い
う
の
は
（
私
自
身
に
と
っ
て
も
）
馴
染
み
の

な
い
語
だ
が
、「
似
た
よ
う
な
内
容
を
も
つ
神
話
」
と
し
て
お
く
﹇
山
田 

二
〇
一
四
﹈。

類
似
的
神
話
の
存
在
を
ど
う
説
明
す
る
か
、
に
つ
い
て
若
干
補
足
し

た
い
。
言
語
学
者
ブ
ラ
ス
ト
の
論
文
「
狐
の
嫁
入
り
」
に
、
文
化
要
素
の
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分
布
に
関
す
る
説
明
原
理
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
【
表
】﹇Blust 1999: 

491
﹈。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
説
明
の
仕
方
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ　

 
帰コ
ン
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
ン
ス

一
（
輻
輳
）、
あ
る
い
は
独
立
発
明
。
こ
の
説
明
原
理
は
、
そ
う
し
た
分

布
の
生
ず
る
可
能
性
が
限
定
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
「
人
類
の
心
的

同
一
性
」
に
よ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Ｂ　

 

伝
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

播
。
こ
れ
は
歴
史
的
接
触
を
通
じ
て
の
、
借
用
に
よ
る
も
の
。

Ｃ　

 

共コ
モ
ン
・
イ
ン
ヘ
リ
タ
ン
ス

通
の
遺
産
。す
な
わ
ち
共
通
の
文
化
的
祖
先
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
、

で
あ
る
。
そ
し
て
表
に
見
え
る

よ
う
に
、
も
し
あ
る
要
素
が
、

言
語
的
に
連
関
あ
る
人
々
の
間

で
（
＋
言
語
的
連
関
）、
連
続
的

に
分
布
し
て
お
り
（
＋
連
続
的

分
布
）、
世
界
の
他
地
域
に
も
現

れ
て
い
る
な
ら
（
＋
自
然
な
分

布
）、
追
加
情
報
が
な
い
限
り
、

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
す
べ
て
が
、
こ

の
分
布
を
説
明
し
う
る
。
も
し

そ
の
要
素
が
同
源
語
形
と
結
び

付
い
て
お
り
、
そ
の
関
連
語
彙

を
再
構
し
う
る
な
ら
、
Ｃ
に
有

利
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
ス
ト

は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族

に
つ
い
て
は
、
祖
語
の
時
点
で

* kayaw

「
首
狩
に
行
く
」
と
い
う
語
が
再
構
し
う
る
か
ら
、
こ
の
慣
習
は

「
共
通
の
遺
産
」
と
い
う
原
理
で
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
結
論
に
達

し
て
い
る
﹇Baldick 2013

も
参
照
﹈。

こ
う
し
た
ブ
ラ
ス
ト
の
表
も
あ
る
種
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
役
立

つ
が
、
も
っ
と
モ
チ
ー
フ
な
い
し
伝
承
を
限
定
し
た
形
で
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
、
か
つ
て
北
ア
ジ
ア
は
洪
水
神
話
の
空
白
地
帯
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
研
究
状
況
を
変
え
た
の
は
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
系
エ
ス
ト
ニ
ア
人
を
父
に
持
ち
、
タ
ル
ト
ゥ
（
ド
ル
パ
ッ

ト
）、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
、
キ
ー
ル
な
ど
で
活
躍
し
た
民
俗
学
者
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ア
ン
デ
ル
ソ
ン
（
一
八
八
五
│
一
九
六
二
）
は
、
こ
の
地
域
か
ら

知
ら
れ
る
二
一
の
洪
水
伝
承
を
集
成
し
た
﹇A

nderson 1923

﹈。
そ
の
際

に
彼
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ド
学
者
・
民
族
学
者
で
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ

ラ
ー
の
弟
子
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
（
一
八
六
三
│
一
九
三
七
）

﹇W
internitz 1901

﹈
に
従
い
、
聖
書
の
ノ
ア
の
洪
水
伝
承
か
ら
の
影
響

の
有
無
を
確
か
め
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
聖
書
の
ノ
ア
の
洪
水
伝
承
に
み

ら
れ
る
九
つ
の
要
素
を
、「
非
常
に
特
徴
的
な
」
五
要
素
と
、「
特
徴
的
な
」

四
要
素
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
有
無
に
よ
り
、
聖
書
か
ら
の
影
響
度
を
は
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

非
常
に
特
徴
的
な
要
素

Ａ 
閉
じ
る
こ
と
の
で
き
る
方
舟
、
Ｂ
「
生
の
種
」
の
随
伴
、
Ｃ 

鳥
な
ど

を
放
つ
こ
と
、
Ｄ 

供
物
、
Ｅ 

虹

特
徴
的
な
要
素

【表】文化要素分布の型と、それぞれに対する説明の仕方
［Blust 1999: 491］

型 言語的連関 連続的分布 自然な分布 説明
1 ＋ ＋ ＋ C, A/B
2 － ＋ ＋ A/B
3 ＋ ＋ － B/C
4 － ＋ － B
5 ＋ － ＋ A/C
6 － － ＋ A
7 ＋ － － C
8 － － － 存在せず
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Ｆ 

倫
理
的
動
機
、
Ｇ 

英
雄
の
救
出
、
Ｈ 

予
言
、
Ｉ 

人
類
の
世
代
の
更
新

で
あ
っ
た
﹇
山
田 

二
〇
一
〇
ａ
：
一
六
九
│
一
七
一
﹈。
な
お
ま
た
、
日

本
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
終
末
論
神
話
に
お
け
る
洪
水
の
よ
う
に
、
聖
書

の
伝
承
と
東
ア
ジ
ア
の
「
石
像
の
血
」
説
話
が
混
淆
し
た
と
見
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
﹇
山
田 
二
〇
〇
七: 

五
一
│
五
二
﹈。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
通
常
は
「
四
」
を
「
聖
数
」
と
す
る

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
お
い
て
﹇D

undes ed. 1999: 97

参
照
﹈、

呪
的
／
障
害
物
逃
走
譚
（m

agic/obstacle flight

）
に
お
い
て
は
「
三
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
、
伝
播
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
一
つ
の
指
標

と
な
り
う
る
だ
ろ
う
﹇
大
林 

一
九
九
〇
：
九
二
│
九
三
﹈。

分
布
・
伝
播
の
研
究
と
は
つ
ま
り
、
比
較
研
究
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

そ
の
比
較
が
何
を
目
的
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
方
法
や
対
象
が
異
な
っ
て

く
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
３
）﹇

山
田 

二
〇
一
四
﹈。

環
太
平
洋
に
お
け
る
口
承
文
芸
の
分
布
と
伝
播
に
つ
い
て
言
え
ば
、
か

つ
て
私
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
・
ル
ー
ト
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ル
ー
ト
と
い
う
二

つ
を
設
定
し
た
こ
と
が
あ
る
﹇
山
田 

二
〇
一
二
：
一
一
│
一
五
﹈。
改
め
て

強
調
す
る
な
ら
、
前
者
は
ア
フ
リ
カ
を
発
し
た
現
生
人
類
が
初
め
て
新
大

陸
に
足
を
踏
み
入
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
り
、当
時
の
人
類
は
狩
猟
採
集
民
だ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
文
化
要
素
の
伝
播
は
、
幾
度
に
も
わ

た
り
、
双
方
向
に
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
ボ
ア
ズ
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
際
、
伝
播
の
中
心
と
な
っ
た
地
域
の
存
在
も
考
慮
せ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
﹇Boas 1940: 425–426, 

邦
訳
：
一
二
〇
│
一
二
一
、

M
ader 2008: 60-61

も
参
照
﹈。

一
方
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
ル
ー
ト
を
と
っ
た
と
見
ら
れ
る
神
話
は
多
く
な

い
が
、
前
に
挙
げ
な
か
っ
た
も
の
で
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
起
源
伝
説
を

初
め
と
す
る
ペ
ル
セ
ウ
ス
型
の
伝
承
も
、
そ
う
し
た
一
つ
か
も
し
れ
な
い

﹇
山
田 

二
〇
一
〇
ｂ
﹈。

四　

伝
播
に
関
す
る
諸
問
題

言
う
ま
で
も
な
く
、
伝
播
は
口
承
文
芸
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
要
素
に
つ
い
て
あ
り
う
る
し
、実
際
に
起
き
て
き
た
現
象
で
あ
る
﹇
山

田 

二
〇
〇
九
ａ
﹈。
た
だ
口
承
文
芸
に
つ
い
て
は
、
書
承
に
よ
っ
て
比
較

的
新
し
い
時
代
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
や
、
最
近
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
伝

わ
っ
た
可
能
性
も
出
て
き
て
い
る
。

た
と
え
ば
台
湾
ア
ミ
族
の
「
太
陽
を
射
る
話
」
は
戦
前
の
記
録
に
は
見

え
ず
、
一
九
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
観
光
局
の
昔
話
集
に
突
然
現
れ
る
。

こ
れ
は
戦
後
に
な
っ
て
こ
の
地
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
伝
承
で
あ
ろ

う
﹇
山
田 

一
九
九
七: 

三
八
五
│
三
八
八
﹈。
反
対
に
「
因
幡
の
素
兎
」
の

話
は
、
戦
前
の
教
科
書
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
﹇
大
林 

一
九
八
〇
﹈。

こ
の
関
連
で
│
│
も
ち
ろ
ん
竹
な
ど
植
物
か
ら
の
誕
生
譚
は
華
南
に
古

く
か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
│
│
一
九
二
〇
年
代
に
中
国
で
紹
介
さ
れ
、「
斑

竹
姑
娘
」
に
翻
案
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
竹
取
物
語
も
、
採
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
【
年
表
】﹇
宋 

二
〇
〇
四
﹈。
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【年表】『竹取物語』・「斑竹姑娘」論　関連年表（山田作成）

【A】日本古典『竹取物語』の成立
９世紀後半～ 10世紀初め　『竹取物語』成立

––––◇ ––––◇ ––––◇ ––––

【B】近代中国における日本文学の翻案・紹介
1922 中国最初の児童文学専門週刊誌『児童世界』に、鄭振鐸による『竹取物語』の「訳述」

である「竹公主」掲載。鄭は前年、周作人（魯迅の弟）・沈雁氷・謝六逸とともに「文
学研究会」を発足し、日本文学の翻訳・紹介を行なっていた。この「竹公主」では、
原話の 5人の求婚者のうち最後の 2人の順序が入れ替わっている。

1925 「竹公主」が「文学研究会叢書」の 1冊『天鵝』に収められ、商務印書館から出版され
る。同書は 1939年再版。「竹公主」本文の終わりには「日本的神仙故事、鄭振鐸譯述」
と示されている。

1927 『竹公主』が「児童世界叢刊」の 1冊として出版される。

––––◇ ––––◇ ––––◇ ––––

【C】田海燕による『金玉鳳凰』の記録・出版
1954 春、長江航運部門に勤務していた田海燕が、西蔵（チベット）族代表団を航路送る途

中、チベット族の多くの伝承を聞き、書き留める。
1957 田海燕、聞書した伝承の一つをまとめ『金玉鳳凰』として上海の少年児童出版社から

刊行。1961年に同題で改編・再刊。この中に「斑竹姑娘」が含まれる。

––––◇ ––––◇ ––––◇ ––––

【D】『金玉鳳凰』所載「斑竹姑娘」の発見、『竹取物語』の原型としての紹介
1970 百田弥栄子、慶應義塾大学に卒業論文『竹取物語の成立に関する一考察』を提出。指

導教員は君島久子と伊藤清司。この論文で初めて『竹取物語』と「斑竹姑娘」の酷似
が指摘される。

（1972 9月、日本、台湾［中華民国］と断交し中華人民共和国と共同声明。10月、パンダ二
頭［康

カンカン
康と蘭

ランラン
蘭］が贈られ上野に来る。）

1972 3月、君島「チベットの『竹娘説話』と『竹取物語』」（『説話文学研究』6号）発表。11月、
百田「竹取物語の成立に関する一考察」（『アジア・アフリカ語学院紀要』3号）発表。

1973 2月、伊藤清司『かぐや姫の誕生』（講談社現代新書）刊行。
1977 君島、1961年版『金玉鳳凰』の邦訳『チベットのものいう鳥』を出版。
1979 野口元大校注の『竹取物語』（新潮日本古典集成）に、「斑竹姑娘」の中国語原文と百

田による日本語訳「竹姫」、および両者の比較表が収録される。「近年最大の発見とし
て話題を呼んだ『斑竹姑娘』（竹姫）」、その「発見者百田弥栄子」と紹介（p. 5）。

––––◇ ––––◇ ––––◇ ––––

【E】論争の終熄と余燼
2004 6月、百田『中国神話の構造』を出版。「私のライフ -ワーク」として改めて『竹取物

語』と「斑竹姑娘」の関係について詳論。彝族の「竹息子」、土家族の「斑竹姑娘」、
蔵族の新資料「斑竹姑娘」などを紹介。

9月、京都大学大学院文学研究科・修士課程在籍中の宋成徳「『竹取物語』、『竹公主
から『斑竹姑娘』へ」（『京都大学国文学論叢』12号）を発表。「斑竹姑娘」は、『竹取
物語』の鄭振鐸による翻案「竹公主」を田海燕が見た上で、再創作したものと論ずる。
これで論争に終止符が打たれた感がある。
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こ
う
し
た
口
承
・
書
承
に
よ

る
「
越
境
」
と
、
そ
の
弊
害
と

な
り
う
る
文
化
の
相
違
や
激
し

い
敵
意
、
土
着
化
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
は
、
日
本
口
承
文
芸

学
会
が
編
集
し
た
「
シ
リ
ー
ズ

こ
と
ば
の
世
界
」
第
一
巻
『
つ

た
え
る
』
に
最
晩
年
の
伊
藤
清

司
（
一
九
二
四
│
二
〇
〇
七
）

が
寄
せ
た
「
越
境
す
る
口
承
文

芸
」﹇
伊
藤 

二
〇
〇
八
﹈
に
く

わ
し
い
。

分
布
か
ら
伝
播
を
読
み
取
る

に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
は
あ
る
が
、
現
生
人

類
の
出
ア
フ
リ
カ
時
点
で
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ

も
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
た

と
え
ば
日
月
を
双
子
兄
弟
と
み

る
観
念
【
図
1
】﹇Frobenius 

1923: 59, Yam
ada 2015

参

照
﹈、
金
星
が
月
の
妻
と
い
う

モ
チ
ー
フ
や
、
太
陽
と
月
の

図２　金星が月の妻というモチーフの分布［Berezkin 2007: 13］

図１　太陽と月は双子兄弟とする観念の分布［Frobenius 1923: 59］
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図３　〈騙されて子らを食う〉モチーフの分布［Berezkin 2007: 7］
●：ある人がもう一人に、それぞれの子ら（母またはキョウダイ）を食おう（殺そう）と提案する；提案
者は自分の身内を隠すが、他方は実際に殺す。一方の人および／または生き残った子供が太陽である。
○：ある動物が別の動物に、子供（母）を食おうと提案し、自分のを隠す。
⊕：太陽の仲間は星の仲間（星々）と同じくらい多かったが、月により死んだ（詳細不明）。

　　　図 4　銀河は灰か煙とみる観念の分布［大林 1999: 613］
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喧
嘩
譚
【
図
二・三
】﹇Berezkin 2007, 

山
田 

二
〇
〇
九
ｂ
参
照
﹈、
銀
河

は
灰
か
煙
と
い
う
観
念
【
図
四
】﹇
大
林 

一
九
九
九
：
六
一
三
│
六
一
四
﹈

な
ど
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
、
お
よ
び
そ
の
も
と
に
な
っ
た
口
頭
発
表
を
準
備
す
る
過
程
で
、

日
本
口
承
文
芸
学
会
の
従
来
の
活
動
の
中
で
、
分
布
や
伝
播
に
関
す
る
取

り
組
み
は
か
な
り
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
、改
め
て
知
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ら
に
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

比
較
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
の
は
、
国
際
的
な
研
究
協
力
・

交
流
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
述
し
た
ボ
シ
ュ
コ
ヴ
ィ
チ
＝
ス
ト
ゥ
ッ
リ
に

し
て
も
、
驢
馬
の
耳
の
類
話
が
朝
鮮
で
は
『
三
国
遺
事
』
に
す
で
に
見
ら

れ
る
こ
と
に
は
、
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
研
究
者
同
士
が
国
境

や
言
語
と
い
っ
た
壁
を
越
え
て
情
報
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
交

換
す
る
こ
と
が
、
よ
り
実
り
あ
る
比
較
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

注（
1
） 『
日
本
昔
話
研
究
集
成
』
第
一
巻
の
総
説
に
お
い
て
、
編
者
の
小
松

和
彦
は
当
時
、「
研
究
者
組
織
の
充
実
も
注
目
す
べ
き
進
展
が
み
ら

れ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
例
と
し
て
一
九
七
七
年
に
お
け
る
日
本
口
承

文
芸
学
会
の
、
そ
し
て
一
九
八
二
年
に
お
け
る
説
話
・
伝
承
学
会
の

設
立
を
挙
げ
て
い
る
﹇
小
松 

一
九
八
五
：
五
﹈。

（
2
） 

ボ
リ
ス
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
と
ユ
ー
リ
ー
・
ソ
コ
ロ
ー
フ
と
い
う
二
人

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
は
、
ユ
ー
リ
ー
・
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
氏

（
一
九
四
六
生
れ
）
と
並
ん
で
私
が
親
し
く
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
ロ

シ
ア
人
研
究
者
、
故
ボ
リ
ス
・
リ
フ
チ
ン
（
一
九
三
二
│
二
〇
一
二
）

と
重
な
る
。
リ
フ
チ
ン
教
授
と
は
二
度
お
会
い
し
、
そ
の
『
中
國
各

民
族
神
話
研
究
外
文
論
著
目
録
（
一
八
三
九
│
一
九
九
〇
）』
に
対
し

書
評
を
書
い
た
﹇
山
田 

二
〇
一
三
ａ
﹈。

（
3
） 

伝
播
論
に
関
連
し
て
、
私
自
身
の
日
本
神
話
研
究
に
対
す
る
立
場
に
つ

い
て
は
、
別
に
発
表
し
た
﹇
山
田 

二
〇
一
三
ｃ
：
二
七
四
│
二
七
五
﹈。
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